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国
労
東
日
本
本
部
は
９
月
９
日
、
第
一
回
国
労
東
日
本
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
岩
手
県
・
安
比
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
各
地
方
よ
り
選
り
す
ぐ
り
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
56
名
が
参

加
。
14
組
に
分
か
れ
て
の
戦
い
は
、
団
体
で
は
千
葉
地
本
チ
ー
ム
、
個
人

で
は
東
京
地
本
・
嶋
野
菊
治
選
手
（
上
野
支
部
）
が
同
一
グ
ロ
ス
、
年
齢

順
で
第
１
回
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
①
東
日
本
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
②
盛
岡
地
本
「
第
７
回

組
織
拡
大
対
策
会
議
」、
③
東
京
地
本
「
第
21
回
組
織
強
化
拡
大
・
労
働

条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
」
の
報
告
と
し
ま
す
。

　競技の内容について思案したところです。各地方本部代表でもあり、
日頃ゴルフの魅力にとりつかれた猛者たちの集まりでもあり、第一回大
会ということも勘案し、競技ルールについては、日頃のコンペとは違い
競技としての位置づけで考えさせていただきました。
　当日、競技についての説明の際、重要視したのは、①ノータッチプレー 
②マーカー制度導入 ③ワンボールプレー (同じブランド、モデル )。ルー
ルは、ローカルルール以外日本ゴルフ協会ゴルフ規則での大会としまし
た。盛岡地方本部及び各参加の地方本部の御協力により第一回大会とし
ては、成功裏に終了したと思います。次回開催時には、バックティでの
競技をしたいと思っています。　　　（競技委員長・吉田特別執行委員）

　▲団体優勝・千葉地本チーム　　

団体３位・東京地本Ｅチーム▼ 団体２位・東京地本Ｂチーム▼

左から酒井さん・嶋野さん・川島さん

△個人入賞者

選手宣誓
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８
月
10
日
、
青
森
駅
連
合

分
会
で
57
歳
の
仲
間
が
東
労

組
か
ら
国
労
へ
復
帰
を
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
で
盛
岡

地
方
本
部
は
８
月
31
日
・
９

月
１
日
、
盛
岡
市
繋
温
泉
・

清
温
荘
に
於
い
て
各
分
会
書

記
長
を
中
心
に
38
名
が
出
席

す
る
中
で
「
第
７
回
組
織
拡

大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、

組
織
拡
大
に
向
け
て
膝
詰
の

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
座
長
に
齋
藤
庄
司

執
行
委
員
長
を
選
出
し
て
進

行
。
東
日
本
本
部
を
代
表
し

て
宮
﨑
浩
則
執
行
副
委
員
長

が
「
会
社
や
現
場
長
の
対
応

に
違
い
も
見
え
て
き
て
い
る

が
、
国
労
側
が
求
め
な
い
と

動
き
は
な
い
。
組
織
拡
大
と

労
働
条
件
改
善
は
密
接
不
可

分
。
分
会
機
関
活
動
の
活
性

化
が
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

秋
田
地
方
本
部
か
ら
高
橋
英

樹
執
行
委
員
と
６
月
に
国
労

へ
加
入
し
た
宮
崎
和
孝
さ
ん

も
出
席
し
、
交
流
を
深
め
て

来
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
自

身
の
加
入
決
意
に
つ
い
て

「
他
労
組
攻
撃
を
主
と
す
る

組
合
活
動
に
矛
盾
を
感
じ
、

国
労
加
入
を
決
意
し
た
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

当
面
す
る
取
り
組
み
と
分

散
会
提
起
を
受
け
た
後
、
①

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
分

会
②
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
向
け

て
準
備
段
階
の
分
会
③
活
動

の
活
性
化
に
重
点
を
置
く
分

会
の
三
つ
に
分
か
れ
て
議

論
。
翌
日
の
分
散
会
報
告
で

は
、「
個
人
的
な
接
点
は
あ

る
も
の
の
、
職
場
全
体
・
分

会
全
体
の
取
り
組
み
と
は
成

り
得
て
い
な
い
弱
さ
が
あ

る
。
分
会
執
行
委
員
会
の
開

催
も
ま
ま
な
ら
ず
、
な
か
な

か
拡
大
ま
で
は
…
」
と
の
厳

し
い
声
の
一
方
で
、「
時
間

と
の
勝
負
と
意
識
し
て
い

る
。
対
象
を
決
め
、
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
国
労

側
の
積
極
的
な
投
げ
掛
け
が

必
要
だ
」
と
の
前
向
き
な
報

告
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
集
約
と
し
て
佐
々

木
力
書
記
長
が
「
他
労
組

の
、
敵
を
作
っ
て
組
織
を
ま

と
め
よ
う
と
す
る
運
動
は
矛

盾
を
解
消
し
切
れ
ず
、
結
果

と
し
て
安
全
・
安
定
輸
送
を

も
危
う
く
す
る
。
国
労
は
、

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
働
け

る
職
場
作
り
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ

に
働
く
全
て
の
労
働
者
の
立

場
に
立
っ
た
要
求
を
掲
げ
て

き
た
。
人
材
育
成
・
技
術
継

承
が
大
き
な
ア
キ
レ
ス
腱
に

な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
他
労

組
組
合
員
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
ど
う

掴
む
の
か
人
間
関
係
創
り
が

改
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

る
」
と
ま
と
め
、
協
約
改
訂

と
組
織
拡
大
を
結
合
さ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
全

体
で
確
認
し
、
終
了
し
ま
し

た
。　
　
　
（
盛
岡
地
本
発
）

　

東
京
地
方
本
部
は
９
月
７

日
〜
８
日
に
鬼
怒
川
温
泉
に

於
い
て
第
21
回
組
織
強
化
拡

大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交

流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
鎌

田
委
員
長
か
ら
「
労
働
条
件

改
善
と
組
織
強
化
拡
大
は
一

体
。
平
成
採
用
の
青
年
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
拡
大
は
点

か
ら
線
へ
広
が
っ
て
い
る
。

今
日
ま
で
の
地
道
な
運
動
の

成
果
を
共
有
化
し
、
拡
大
の

重
要
性
を
全
組
合
員
が
認
識

し
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
他
地
本
の
取
り
組

み
に
学
ぼ
う
と
、
昨
年
11
月

に
新
入
社
員
の
白
川
さ
ん
が

加
入
し
た
郡
山
駅
連
合
分
会

の
千
葉
執
行
委
員
長
に
来
て

い
た
だ
き
、「
改
札
で
は
『
国

労
に
来
い
』
が
朝
の
あ
い
さ

つ
に
な
っ
て
い
る
。
職
場
で

さ
ま
ざ
ま
な
話
を
す
る
。
い

つ
も
賃
金
の
話
を
し
て
い
る

が
、
若
手
に
は
『
君
た
ち
の

世
代
で
は
競
争
が
激
し
い
の

で
、
賃
金
上
昇
も
ま
ま
な
ら

な
い
ぞ
』
と
い
う
説
明
も
し

た
」「
ま
た
、
仕
事
で
使
う

備
品
な
ど
必
要
な
も
の
が
欲

し
い
と
言
え
る
職
場
が
い
い

職
場
だ
、
と
話
す
。
困
っ
た

事
が
あ
れ
ば
国
労
が
前
に

立
っ
て
助
役
・
駅
長
と
話
を

さ
せ
て
も
ら
う
。
私
た
ち
の

背
中
を
見
て
も
ら
う
。
白
川

君
を
一
人
に
し
な
い
、
が
執

行
委
員
会
の
合
言
葉
」
な
ど

様
々
な
経
験
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
白
川
さ
ん

か
ら
は
「
国
労
の
人
た
ち
と

い
る
と
安
心
感
が
あ
る
。
自

分
も
こ
う
い
う
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
社
員
に
な
り
た

い
。
一
人
で
も
国
労
組
合
員

を
増
や
す
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
な
ど
の
決
意
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
調
報
告
の
あ
と
、
９
つ

に
分
け
た
分
散
会
を
２
日
間

に
亘
っ
て
開
催
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
全
体
集

会
で
は
、
仙
台
地
本
福
島
県

支
部
佐
藤
書
記
長
か
ら
、
支

部
執
行
委
員
会
や
、
支
部
内

の
分
会
の
組
織
対
策
の
取
り

組
み
状
況
と
放
射
能
汚
染
対

策
の
取
り
組
み
が
併
せ
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

分
散
会
報
告
で

は
、
４
分
散
会

か
ら
要
点
が
出

さ
れ
、
特
に
全

体
化
し
た
い
部

分
は
、
当
該
参

加
者
か
ら
補
足

説
明
を
受
け
ま

し
た
。
続
い
て

神
奈
川
地
区
本

部
を
代
表
し
、

藤
沢
執
行
委
員

か
ら
今
後
の
取

り
組
み
へ
の
決

意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
か
ら

「
今
回
の
報
告
の
中
で
、
大

し
た
事
は
や
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
声
も
あ
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
が
職
場
で
必
要
に

な
っ
て
い
る
。
自
信
を
持
っ

て
労
働
条
件
改
善
を
取
り
組

む
中
か
ら
、
組
織
拡
大
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
。
議
論
を
職

場
に
持
っ
て
帰
っ
て
、
仲
間

に
話
し
て
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
。
10
回
悩
む
よ
り
１
回
若

い
人
に
話
を
し
よ
う
」
な
ど

の
ま
と
め
が
さ
れ
、
中
嶋
青

年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
拡
大
へ
の
決
意
を
固
め
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
京
地
本
発
）


